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日本に住んでいる限り、地震から逃げることはできません。もしも私たちが原始時代のよ

うな生活をしていたら、地震が起きても壊れるものはありません。ですが、今のまちには、

たくさんの家が建ちならび、部屋の中は家具で囲まれています。家が弱ければ、地震の揺

れで家が壊れ、生きる場所や生活する場所を失います。家具が留めてなければ倒れ、そ

の下敷きになります。壊れた家からは火が出やすく、近くに家があれば、燃え広がります。

ですが、家を強くし、家具を留めれば、被害はいくらでも減らすことができます。

大きな地震と必ず出会う子供たちに、この素晴らしい社会を受け継ぐには、地震に負けな

いまち、「耐震まちづくり」を進めなければいけません。子どもたちが、地震や耐震化のこ

とに関心を持ってくれれば、子供から親へ、祖父母へ、そして地域の人へと、耐震まちづく

りの輪が広がります。地震が来ても子供たちが明るい顔をしていられるように、この教材

を活用して、安全で安心なまちを作っていきましょう。

出典 ： IPA「教育用画像素材集サイト」
http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/

【地震となまずについて】
日本では、昔から「なまずが暴れると大地震が起きる」と言い伝えられて

います。江戸時代のはじめごろには人々はそう信じていたようです。なま

ずが暴れて人々が驚いている絵もたくさん残され、また、なまずが暴れる

のを鎮めたとされる「要石（かなめいし）」も多くの神社に納められていま

す。このような経緯から、本冊子は、地震を表す象徴としてなまずを使用

しました。
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いのちの大切さ

一度失ったいのちは二度ともどりません。みなさん一人ひとりが大切ないのちを持って

います。

でも、過この地しんで大切ないのちがたくさん失われました。また、いのちは助かっても、

大けがをした人もいました。

このような悲しいことが起こらないようにするためには、今までにひ害のあった場所か

らしっかり学び、地しんが来る前にしっかりと備えることが大切です。さぁ、いっしょに考

えてみましょう。　

1995年1月17日。神戸で大きな地しんがありました。はん神・あわ路大しん災と呼ばれています。

この地しんでひ害にあった、みなさんと同じぐらいの年のお友だちの作文です。

　1月17日、5時46分の地しんで、ぼくの家の中はぐちゃぐちゃだし、まっくらだし、まるでガレ

キの中にいるみたいになってしまった。ぼくは、「これでしん度八ぐらいかな。」と思いました。

ぼくのねていたところには、テレビが落ちてきて、僕は少し足を切りました。げんかんの戸が

壊れていたので、近くの人と、お父さんがガラスをわってくれて、外へでました。

　でてみると、僕の家は、こわれずにちゃんとたっていました。すぐにおばあちゃんの家に行

くと、おばあちゃんの家はぺしゃんこにたおれていて、屋根もどこかへとんでいました。その

ときは、とってもびっくりしました。「おばあちゃんいきてるかな、おじいちゃん生きているか

な。」と思いました。二十分ぐらいたって、おばあちゃんをお父さんが中から助け出しました。

おばあちゃんはとても元気でした。でもまだ、おじいちゃんがゆくえ不明です。近くの家も土

だらけでみんなこわれていました。まだ二十五人ぐらいうまっていました。

　近所の人と、お父さんと、お母さんが必死でさがしていました。お父さんは、がれきの上に上

がって、おじいちゃんは、下でねていたから西のほうをさがしていました。ぼくも大きな声で

「おじいちゃん」とよんだり、お父さんといっしょにがれきをのけたりしましたが、おじいちゃ

んは、へんじをしませんでした。

　３時間ぐらいたって、お姉ちゃんの友達が、「おじいちゃんでてきたで。」と言ったので、ほっ

としました。お母さんがきて、ぼくは、「おじいちゃんでてきたで。」と聞くと、お母さんは、「こ

うどうへ行ったらわかる。」といいました。ぼくは、だめだったのかなと思いました。大黒小学

校のこうどうに行っておばあちゃんに「あかんかった。」と聞くとおばあちゃんは「うん。」とう

なずきました。ぼくは、おじいちゃんがなくなったから少し泣きました。

　僕は、おじいちゃんによくつりにつれていってもらいました。おじいちゃんは釣り名人で、

今も位はいのそばにはおじいちゃんのつった大きな魚の絵をかざっています。ぼくと、おじい

ちゃんは、七年しかいっしょにつりに行けなかったけど、とっても楽しかった。おじいちゃん、

これからはぼくがおじいちゃんの分もつるからね、と決意しました。
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地しんは必ずやって来る

地きゅうは生きている

地しん3兄弟

私たちが暮らす地きゅうは、生きてい

ます。生きているから、私たち人るいも

誕生しました。山も川も海も、自然は

みんな地きゅうが作りました。これまで

46おく年というとても長い年月を生き

ています。生きているから、時に地しん

や火山のふん火などの災害を引き起

こします。

私たちが住んでいる日本の南の海には、

地しんを引き起こす「南海トラフ」とい

う海のみぞがあります。これまでも約

90年から150年の間かくで、くり返し

地しんを起こしてきました。その地し

んの名前を「東海地しん・東南海地しん・

南海地しん」と言います。まるできょ大

なまずが、ある時にはいっしょに、また、

ある時には一ぴきずつ、暴れているか

のようです。

地しん3兄弟とは別に、活断層と言われる、子どもたちのようななまずも地しんを引き

起こします。これは私たちの暮らす町の地下にあるかも知れませんが、ないかも知れま

せん。実際の所は、まだよく分かっていません。それはまるで小さななまずがかくれて

いて、とつ然暴れ出すかのようです。

日本は、世界の中でも地しんの多

い国です。そして近い将来、私た

ちにもひ害をもたらす「東海地し

ん・東南海地しん・南海地しん」

がやって来ます。これはだれにも

止められません。

地しん3兄弟の子どもたち

地しんはだれにも
止められない

南海エリア
かいなん とう かい

南海地しん
なん かい じ

南海トラ
フなん かい

東南海エリア
とう なん かい

東南海地しん
とう なん かい じ

東海エリア

東海地しん
とう かい じ

ぼう さい

防災クイズ

ち

じ きょう だい

じ くかなら

い じ きょう だい こ

じ

と

はっせいねん じ しんめい

150年以上
大地しんが
起きていない

ねんいじょう

おお じ

お

1605年／慶長地震

1707年／宝永地震

1854年／安政地震

1944年／東南海地震（昭和）

1946年／南海地震（昭和）

発生年／地震名 南海エリア
なんかい

東南海エリア
とうなんかい

東海エリア
とうかい

けいちょうじ しんねん

ねん

ねん

ねん

ねん

ほうえい じ しん

あんせいじ しん

とうなんかいじしん しょうわ

なんかいじしん しょうわ

ちわたし く

じょうたん やま かわ うみ し ぜん

ねん なが ねん げつ い

じとき

か か さい がい ひ おざん

にわたし す ほん みなみ うみ

うみ やく

ねん ねん かん かえ

じ

じ じお

とうまえな とうかい

かいなん じ

かいなん じ

いっ あばとき

とき

い だい

じ

ひ なんお かい

い

ち つく

い

い わたし じん

じ

お わたし く

わじっ さい ところ

だぜん あば

ちい

まち ち か し し

きょう

に

と

き

とう なん かい じ かい じなん

くに ちか

がい とう かい じ

らい わたししょう

なかせ かい じ おおほん

だい かつ だん そうべつ い こ じ ひ
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防災クイズ ハワイは日本の方向に、毎年数センチ動いてるって、本当？ （クイズの答えは10ページ）
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地しんは何でもこわしてしまう

地しんが来たらどうなるの？

家の中では、家具やテレビなど、色々な

物がたおれたり、ガラスが割れたりしま

す。また、家そのものがかたむいたり、

たおれてしまうこともあります。家の外

では、道路がゆがんだり、橋が落ちたり、

またブロックべいがたおれたり、かわら

や看板が落ちてくるなど、様々なひ害

が出ます。

まずはとっても大きくゆれます。人間が立っ

ていられなくなるほどゆれることもあり

ます。そして「東海地しん・東南海地しん・

南海地しん」では長くゆれます。1分か

ら3分ぐらいと言われています。みなさ

んもよく知っている「ぞうさん」や「ど

んぐりころころ」はだいたい15秒です

から、4回から12回くり返し歌っている

間ゆれていることになります。また、高さ

の高いマンションやビルの上の方では、もっ

と長くゆれると言われています。

地しんはゆれるだけではありません。海では「つ波」と呼

ばれる数メートルものきょ大な波がおそってきます。また町

全体が水たまりのようになってしまう「液状化」も起こります。

その他、いったん火災が発生すると、町全体が燃えてしまう

こともあります。また、電気や水道、ガスが止まるので、例え

ば高さの高いマンションではエレベーターに閉じこめられ

たり、使えなくなります。また、何十階と階段でひ難しなけ

ればならない場合もあります。

ゆれたらどうなるの？

最初のページでしょうかいした作文を書いたお友だちは、

はん神・あわ路大しん災で ひ害 にあいました。この地しん

で亡くなった人は6,434人にも上ります。その多くの人は、

家で亡くなりました。地しんの発生が午前5時46分で、ほと

んどの人が家族といっしょにねていた時に起こったからです。

「ドーン」という大きな音と共にとても激しいゆれがおそい、

家がこわれました。家の下じきになって多くの人が亡くなっ

たということを、決して忘れてはいけません。

家がこわれると…
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大きな地しんの後も同じ場所でくり返し地しんが起きるって本当？ 地しんはいつも朝起こるって本当？
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○○商店



地しんでゆれるととても危険なものは何だろう？
家のまわりや室内をチェックしてみよう!! （防災チャレンジのヒントは10ページ）7 8

できることからはじめよう

「たいしん」＝地しんに負けない家に住もう

「たいしん」という言葉を覚えておいてください。みなさんの家が「たいしん」ならば、

近い将来やって来る「東海地しん・東南海地しん・南海地しん」でもへっちゃらです。

今すぐ「たいしん」できなくても、家はいつか必ず直したり、建てかえたりします。ま

た引っこしをする場合もあります。でも、その時には絶対に「たいしん」のことを忘れ

ないでください。それはみなさん一人ひとりの大切な「いのちを守る」ことにつなが

るからです。

おじいちゃんやおばあちゃんに聞く

今からおよそ60数年前に、私たちの町は地しんにおそわれました。その時、おじいちゃ

んやおばあちゃんはどんな体験をしたんだろう。また、地しんは地面によってゆれ方が

ちがってきます。今みなさんが住んでいる場所が、昔は池だったかも知れません。山を

切り開いて開発した所かも知れません。ですから、地域のことをよく知っている、おじい

ちゃんやおばあちゃんに、これらのことを聞いてみよう。もっとくわしく知りたい人は、

図書館で調べたり、先生や役場、市役所の人に聞いてみよう。

「転とう防止」＝家の中を安全にしよう

「たいしん」のおかげで家は大じょう夫でも、家の中

の家具などをしっかり固定しておかないとたおれて

きます。「転とう防止」という言葉も覚えておいてく

ださい。また「たいしん」は大工さんや建築士さん

など、専門家にお願いしなければいけませんが、「転

とう防止」は家族などで協力をすればできることで

す。このことも皆さん一人ひとりの大切な「いのち

を守る」ことにつながります。

お友だちやおとなりさんにも教えてあげよう

「たいしん」や「転とう防止」

の大切さが分かってきたよね？

では、次は学校のお友だちに、

また近所の人に、このことを

教えてあげよう。だって、お

友だちやおとなりさんのいの

ちも、みなさんと同じように

大切だからね。なまずが暴れ

出す前に。
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防災チャレンジ
おじいちゃんやおばあちゃんに聞いて昔の地図を作ったり、

地しんの時のお話をメモして、みんなで発表してみよう！
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ここからのことは、お父さんやお母さんなど、大人の人と読んでください。

○「耐震」について
昭和56年5月31日までに着工された木造住宅にお住まいの方は、住宅の耐震性について専門家の無料耐震診断

を受けられます。また、「倒壊の可能性がある」と診断され、耐震改修工事を行う場合は、工事費用の補助が受けら

れます。いずれもお住まいの市町村役場に相談してください。なお、木造以外の住宅についても、耐震診断や耐震

改修工事費用の補助を行っている市町村もありますので、お住まいの市町村役場へお問い合せください。

○「転倒防止」について
　家具などの転倒防止については、ホームセンター等で留め具等が購入できるほか、取り付け方法やポイントなど

は以下のホームページ等をご参照ください。

http://www.pref.aichi.jp/bousai/katei/index.html
http://www.fdma.go.jp/html/life/kagu1.html

○愛知県防災学習システム
ご自宅の地盤、東海・東南海地震での揺れや被害の予測を知ることができます。お子さんとともにぜひお試しください。

http://www.quake-learning.pref.aichi.jp/
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チェックリスト

すべての質問に「はい」がついたかな？もし「いいえ」がある場合は、「はい」に変えら

れるようにしましょう。

ば あい かしつ もん

チェ
ック

1

チェ
ック

2
チェ

ック
5

チェ
ック

4

チェ
ック

10

チェ
ック

9

チェ
ック

3

チェ
ック

6

チェ
ック

7

チェ
ック

8

じ じ ちか じ

とうなんかい じ なん

かい おじ

らいしょう とう かいにんげん ちから

と

おお ひと

たいせつ

地しんは多くの人

の大切ないのちを

うばってきたことがわかり

ましたか？

は　い いいえ

地しんは人間の力

で止められないことが

わかりましたか？

は　い いいえ

近い将来「東海地

しん・東南海地しん・南

海地しん」が起こること

がわかりましたか？

は　い いいえ

あなたの家は

「たいしん」ですか？

は　い いいえ

「たいしん」という

言葉を覚えましたか？

は　い いいえ

地しんで亡くなった

人の多くは、家や家具

がたおれてきたためであっ

たことがわかりましたか？

は　い いいえ

あなたが学んだこ

とをお友だちやおとな

りさんに教えてあげまし

たか？

は　い いいえ

昔の地しんのこと

や地域のことをおじい

ちゃん・おばあちゃんなど

に聞きましたか？

は　い いいえ

「転とう防止」とい

う言葉を覚えましたか？

は　い いいえ

あなたの家は

「転とう防止」ができ

ていますか？

は　い いいえ

こと ば おぼ

こと ば おぼ

てん ぼう し

てん ぼう し

じむかしまな

とも

おし

ち いき

き

じ な

ひと おお いえ か ぐ

いえいえ

▽ 防災クイズの解答と解説
答：本当です。地きゅうは生きていますから、少しずつ地形を変えています。日本は、大昔は朝せん半島

とつながっていました。また何千万年後には、ハワイに歩いていけるかもしれません!?

答：約2割です。10回の内、2回は日本で起きるということです。ヨーロッパやアメリカのような大きな大

陸もある中で、全世界の陸地のわずか0.27%しかない日本でこれだけ発生することから、日本は地しん

大国と呼ばれています。

答：本当です。「余しん」と呼ばれる地しんが何度もおそってきます。大きな地しんでまずは自分の身を

守り、その後はできるだけ安全な場所へひ難することが必要です。

答：いいえ、朝とは限りません。新がた県中えつ地しんは夕方の午後5時56分、鳥取県西部地しんはお

昼の午後1時30分でした。地しんはいつ起こるか分かりません。

▽ 防災チャレンジの解説
たとえば、家のまわりではブロックべいやプロパンガス、電柱や自動販売機、看板など。室内では、テレ

ビや家具、本棚、タンスの上に置いてあるものなど。他にはないかチェックしてみよう！

たとえば、昔の地図づくりは川や池、ぬま地だったところ、また当時の生活の様子も聞こう。地しんの話で

は、どんなゆれでまわりはどうなったか、その時どんな行動をしたか、また元の生活の戻るまでの苦労話な

どを聞いてみよう！


